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[ 住まい ]

[ 予防 ]
介護予防の推進で

“健康寿命日本一のまち”

住み慣れた地域で、安心して
暮らせる住環境の整備

[ 生活支援 ]
助け合い活動などの
支援体制づくりの推進

[ 介護 ]
いつでも安心して必要な

介護サービスを利用できる体制の確立

[ 医療 ]
医療と介護の連携による継続的・
一体的なサービス提供体制の確立

住まいるサポート船橋
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特殊歯科診療所

さざんか特殊歯科診療所

具体的な取り組み

具体的な取り組み

より暮らしやすい
地域にするため、

24地区コミュニティ単位で
開催し支援

高齢者やその家族の
相談対応や自立支援

入院中だけではなく、
退院後もリハビリテーションを
続けられる体制を提供

医療・介護関係者等で
ネットワークをつくり、
チームで在宅医療を支援

在宅医療・介護に
関する相談への
対応や在宅医療・
介護関係者への支援

休日急患診療や
治療が困難な障害児（者）、
介護が必要な高齢者の治療

高齢者等の
民間賃貸住宅への
入居を支援
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■認知症サポーター養成講
座の実施

■認知症カフェの開設支援
■地域包括支援センターの
機能強化

■ボランティアの発掘・育成やたすけあい
の会の立ち上げ支援や運営サポートを
行う「生活支援コーディネーター」を
24地区コミュニティごとに配置

■バスを使った外出を支援するために、
バス停留所に上屋やベンチを整備

具体的な取り組み

■24地区コミュニティごとに『市民
ヘルスミーティング』を開催

■市民が体操指導士となり、ボラン
ティアで教える『ふなばしシルバー
リハビリ体操』の推進
■身近な公園で体操を行う公園を活
用した健康づくりの推進

具体的な取り組み

■在宅医療の講演会等での
普及啓発

■救急搬送時の情報を提供
する『ひまわりシート』の
配布

■歯科口腔保健に関する知
識等の普及啓発

具体的な取り組み

■住まい探しの相談窓口『住まいるサポー
ト船橋』で高齢者等の物件相談や入居
後の生活を支援するサービスの提供

■自宅や分譲マンション共用部分のバリア
フリー化等に対する費用の助成
■民間賃貸住宅を活用した住宅セーフティ
ネット制度の導入
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住み慣れた地域で、安心して暮らせる
住環境の整備

本市では、高齢者のいる世帯の 8 割以上が持ち家に住んでいます。しかし、高齢者世帯の住
まいは、建築時期が昭和 55 年以前の古いものが半数近くを占めるため、自宅に住み続けるた
めには、住宅のバリアフリー化等、高齢者へ配慮した住宅への改修が必要となります。介護予
防の観点からも、一定のバリアフリー化等による住宅の質の向上が課題です。

また、高齢者向け住宅の一つであるサービス付き高齢者向け住宅は、自己負担額が高い住宅
が多く、低所得者の入居が難しい状況であり、市営住宅は、入居募集の倍率が一定程度あり、
誰もが入居できる状況ではありません。

今後も高齢者単身世帯の増加が予測されています。高齢者の急な体調変化等による居室内で
の事故への不安や亡くなられた後の家財整理等の対応を危惧する民間賃貸住宅の貸主の不安を
解消できる居住支援の仕組みが必要です。

2018年（平成30年）10月1日 2025年（平成37年）4月1日（推計）

65 歳以上高齢者数 151,822 人 158,223 人

ひとり暮らし高齢者数   40,272 人（26.5％） 48,225 人（30.5％）

将来の予想される課題
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●住宅の質の向上
住宅バリアフリー化等支援事業
 　高齢になっても自宅に長く住み続けられるように、また
転倒防止やヒートショックなどの予防のため、居宅のバリ
アフリー化や断熱改修を行う際の費用の一部を助成します。
分譲マンション共用部分バリアフリー化等支援事業
 　マンション管理組合が共有部分の段差の解消、手すりの
設置等のバリアフリー化等を行う際の費用の一部を助成します。

住宅政策課　☎０４７－４３６－２７１２

●多様な住まいの確保
民間賃貸住宅を活用した住宅セーフティネット制度
  　市へ登録した民間賃貸住宅に入居された方は、収入など一定の条件のもと、家賃や入居時
の家賃債務保証料の支援（低廉化）を受けることができます。
 　なお、家賃等の低廉化を行う住宅の募集（10 戸予定）や家賃等の支援（低廉化）につい
ては平成 31 年度中に実施する予定です。　　　住宅政策課　☎０４７－４３６－２７１２

●居住の支援の充実
高齢者住み替え支援事業
 　65 歳以上の高齢者のみで構成される世帯が、市内の民間・UR 賃貸住宅に身体的・経済的
な理由等により住み替えをする場合等に、転居にかかる費用の一部を助成します。

                              住宅政策課　☎０４７－４３６－２７１２

住まいるサポート船橋（居住支援協議会）
 　住まいの確保が困難な 65 歳以上のひとり暮らし高齢者などが、円
滑に民間賃貸住宅に居住できるように、賃貸住宅の物件情報の提供、
見守りや亡くなられた後の家財整理などの居住支援サービスを行う相
談窓口です。
　必要に応じた見守り、身じまいのサービスのご案内もいたします。

住まいるサポート船橋（船橋市社会福祉協議会）　☎０４７－４３７－００５５

具体的な取り組み

住
み
替
え
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介護予防の推進で “ 健康寿命日本一のまち ”

今後一層の増加が見込まれる、ひとり暮らし高齢者、高齢者のみ世帯、認知症高齢者などが
住み慣れた地域で安心して生活を続けていくには、限られた医療・介護資源を有効に活用する
必要性がますます高まります。そのため、病院、施設、在宅において質の高い医療、看護、リ
ハビリテーション、介護等のサービスを確保すると同時に、早期に在宅復帰や社会復帰を促す
仕組みづくり、本人・家族の望む身近な地域で、生活や暮らしを支えるための在宅医療や介護
サービスを充実させることが不可欠となります。

それに加えて、一人ひとりが疾病予防・介護予防の必要性に気づき、日常生活の中で自らが
健康づくりに取り組むことができるよう普及啓発を図ることや社会活動への参加の促進による
介護予防を進めていくことが求められます。

2018年（平成30年）10月1日 2025年（平成37年）4月1日（推計）

65歳以上高齢者数 151,822 人 158,223 人

75歳以上高齢者数 76,110 人 97,112 人

要介護（要支援含む）認定者数 26,891 人（17.8％）※ 36,708 人（23.2％）※

将来の予想される課題

船橋市の健康寿命は？
【男性】79.94 年（全国平均 79.47 年 / 千葉県平均 79.70 年）
【女性】84.15 年（全国平均 83.84 年 / 千葉県平均 84.01 年）

※ともに 2016 年（平成 28 年）の数値。健康寿命とは「日常生活動作が自立している期間」のことをいいます。

※（　）は要介護認定率、平成 30 年 10 月 1 日は 9 月 30 日月報とは異なる
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●ふなばしシルバーリハビリ体操
 　市民の皆様同士の支えあいによる健康づくりを目指した、
いつでも、どこでも、どなたでもできる体操です。市民が
体操の指導士となり、地域の高齢者にボランティアで体操
を教えています。

　健康づくり課　☎０４７－４０９－３８１７
2017年度（平成29年度）（実績） 2025年度（平成37年度）（目標）

シルバーリハビリ体操指導士数 491 人 1,740 人

体操教室数 77 ヶ所 108 ヶ所

 ●公園を活用した健康づくり
 　身近な公園で手軽にできる運動習慣を身につけ、自主的
に継続して実施できることを目的とし、2015 年度（平成
27 年度）に 3 か所のモデル公園で開始しました。
 　市内 54 か所程度の公園で実施開催を目指しています。

地域保健課　☎０４７－４０９－３２７４

●市民ヘルスミーティング
 　各地区コミュニティの健康課題について参加者がともに
話し合い、目標を設定して個人と地域でそれぞれの取り組
みを行っております。
 　各公民館で年 2 回実施して、2018 年度（平成 30 年度）
はのべ 1,886 人が参加しました。
 　また、各地域コミュニティの健康課題に沿って講師を招
き、講話を行い、日々取り組むべき内容を深めています。

　　　　　　　　　　健康づくり課　☎０４７－４０９－３８１７

●アクティブシニア介護予防補助金
 　地域で介護予防に取り組む皆様を応援するため、体操（健康体操、介護予防体操など）を
継続的に行っていただけるよう高齢者の団体に活動経費を補助します。
 　既に地域で体操を行っている団体や、主に文化活動などをしているが、今後体操を取り入
れたい団体、また、新たに地域の仲間と体操の活動をしたい団体などが対象です。

2017年度（平成29年度）（実績） 2025年度（平成37年度）（目標）

利用団体数 83 団体 640 団体
健康づくり課　☎０４７－４０９－３８１７

具体的な取り組み
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助け合い活動などの支援体制づくりの推進  

今後 2025 年（平成 37 年）までに、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の増加が見込ま
れており、現在様々な交通手段を利用している方々のうち、移動困難になる方が増加すること
が想定されます。移動困難となることで、生活に密接に関わる高齢者の外出などの移動や買い
物が困難となり、住み慣れた地域で生活していくことが難しくなっていきます。

また、現在活動している様々な生活支援サービスの担い手（ボランティアなど）も高齢化す
ることで、安定的・継続的なボランティア活動を行うことが困難となることが想定されます。

＜生活支援サービスの一例＞たすけあいの会の活動
「たすけあいの会」とは、助け合い活動（近隣の住民同士で行う生活支援（家事援助等））を

行っているボランティア団体のことです。「たすけあいの会に参加したい」、「たすけあいの会
に手助けしてほしい」などのご相談は、お住まいの地区の「地区社会福祉協議会」（22・23 ペー
ジ参照）にご連絡ください。

※地区によって「たすけあいの会」の設置状況やサービス内容が異なります。

2018年（平成30年）10月1日 2025年度（平成37年度）末（目標）

たすけあいの会団体数 42 団体 100 団体

ボランティア人数 約 2,100 人 4,000 人

将来の予想される課題
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●地域ごとの支えあい体制の構築
 　ボランティアの担い手を増やすために、地域福祉支援員が
出前講座を行うことで周知を図るとともに、24 地区コミュ
ニティごとに配置されている生活支援コーディネーターが各
地区でたすけあいの会の発足やボランティアの掘り起こしを
行っています。　地域福祉課　☎０４７－４３６－２３１４

●高齢者の買い物支援
宅配ガイドマップ
 　買い物にお困りの高齢者等を支援するため、日々の生活に必要な食
料品や日用品などを宅配してくれる店舗を掲載した「宅配ガイドマッ
プ」を配布しています。

高齢者福祉課　☎０４７－４３６－２３５２

移動販売支援事業の実施
 　日常生活に必要な食料品及び日用雑貨品等の買い物が困難な状況に置かれた方を支援しま
す。2019 年度 ( 平成 31 年度 ) から実施予定です。

商工振興課　☎０４７－４３６－２４７２

●高齢者支援協力バス
 　65 歳以上の高齢者（登録者）が、老人福祉センター送迎バスの空き時間を活用したバス
への乗車や、自動車学校・教習所の協力により教習生送迎用バスに同乗できるようになる事
業を実施しています。
 　現在は、老人福祉センター（4 センター）による 12 ルート、自動車学校・教習所（4 事業所）
による 5 ルートを運行しています。
　※ 高齢者支援協力バスを利用する際は、道路計画課発行の「交通不便地域支援事業パス　　

カード」の提示が必要となります。
道路計画課　☎０４７－４３６－２０５５

●バス待ち環境の整備
 　バス利用を促進するため、上屋やベンチ等のバス停留所
施設整備を進めています。

道路計画課　☎０４７－４３６－２０５５
道路建設課　☎０４７－４３６－２５６０

具体的な取り組み
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いつでも安心して必要な介護サービスを
利用できる体制の確立

高齢者人口及び 75 歳以上高齢者の増加に伴い、要介護認定者の増加が予測されます。
必要な介護サービスを供給するために、計画的に相談窓口の充実やサービス量の増加、施設

整備を進めていきますが、一方で介護人材の確保が困難という大きな課題があります。
また、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けられるまちになるために、サービスの

充実を図り、ボランティアや市民団体の協力の下、地域で見守れる体制づくりを進めていく必
要があります。

2018年（平成30年）10月1日 2025年（平成37年）4月1日（推計）

65 歳以上高齢者数 151,822 人 158,223 人

ひとり暮らし高齢者数   40,272 人（26.5％） 48,225 人（30.5％）

要介護（要支援含む）認定者数   26,891 人（17.8％）※ 36,708 人（23.2％）

認知症高齢者数   16,298 人（10.7％） 24,664 人（15.6％）

将来の予想される課題

※（　）は要介護認定率、平成 30 年 10 月 1 日は 9 月 30 日月報とは異なる
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●認知症の人にやさしい船橋の実現に向けた施策
 徘徊模擬訓練
 　認知症への理解を深めるとともに認知症高齢者本人の気
持ちに配慮した声かけや見守り方を学び、認知症高齢者を
地域で声かけ、見守り、保護していく仕組みを整備するため
に、認知症高齢者徘徊模擬訓練を市内各地で実施していま
す。多くの市民の皆様にもご参加いただいており、認知症に
なっても安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。

包括支援課　☎０４７－４３６－２５５８

認知症サポーター養成講座
 　認知症高齢者とその家族が安心して生活できるよう
に、認知症高齢者への正しい対応の仕方を学ぶ認知症
サポーター養成講座を実施しています。
 　市職員は全員受講しており、より多くの市民の皆さ
んの受講を目指し、小・中学生に対象を広げています。

包括支援課　☎０４７－４３６－２５５８

認知症カフェ
 　認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることが
できるよう、認知症の人やその家族、地域住民、専門職等
のだれもが気軽に集い交流できる場である「認知症カフェ」
の開設支援を行っています。
 　2018 年度（平成 30 年度）末時点で市内には 26 か所（船
橋市に登録されている団体）の認知症カフェが開設されて
おり、2025 年度（平成 37 年度）末までに 100 か所開設することを目指しています。市ホー
ムページ等で開催場所をご確認のうえ、是非お近くの認知症カフェにお立ち寄りください。

包括支援課　☎０４７－４３６－２５５８

●地域包括支援センターの機能強化
 　平成 31 年 4 月、前原、塚田、二和・八木が谷の３地区に新たに地域包括支援センターを
設置し、高齢者の総合相談窓口業務の充実を図ります。これにより、地域包括支援センター
13 か所、在宅介護支援センター 16 か所の体制となります。（22・23 ページ）

包括支援課　☎０４７－４３６－２８８２

具体的な取り組み
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医療と介護の連携による継続的・一体的な
サービス提供体制の確立

今後、医療の必要性の高い要介護者が増加する中で、在宅生活へ円滑に移行できる体制づくりと、
医療が必要な重度の要介護者の在宅療養を支えるためには、切れ目のない医療と介護の連携による
サービスの提供が重要になります。

2025 年（平成 37 年）には 65 歳以上高齢者が 158,223 人に市内死亡者数は 6,641 人、自宅
で看取られる方の数は 1,250 人、施設で看取られる方の数は 1,025 人と、2017 年 ( 平成 29 年 )
と比べて増加すると予測されています。

今後も自宅や施設で看取られる方の数の増加が予想されることから、在宅医療・介護の相談窓口や
将来に向けた医療体制の構築のために、医療・介護関係者等の連携がますます重要となっていきます。

2017年（平成29年）実績 2025年(平成37年)推計

65 歳以上高齢者数 148,203 人 158,223 人

市内死亡者数 4,828 人 6,641 人

自宅で看取られる方の数 471 人（9.8％） 1,250 人（18.8％）

施設で看取られる方の数 390 人（8.1％） 1,025 人（15.4％）

医療機関で看取られる方の数 3,207 人（66.4％） 3,300 人（49.7％）
※ 2015年(平成27年)から2017年(平成29年)の３か年の死亡小票を用いた分析を行い、平成30年度に実施した人口推計の速報値を基に

算出。医療機関で看取られる方の数は2015～2017年の平均値のまま推移すると仮定し、死亡者数の内訳のうち「その他」は含まない。

将来の予想される課題
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●在宅医療支援拠点ふなぽーと
 　「定期通院が難しい」「自宅で治療を受けたい」「退
院後の訪問診療医を探したい」といった、在宅で療養
したい患者さんやそのご家族からの相談に応じます。
また、在宅医療・介護に関する市民への普及啓発や
在宅療養を考えるきっかけづくりとして、まちづく
り出前講座や年１回市民公開講座も行っております。
在宅医療関係者や介護関係者に対しても、情報提供や相談などの支援等を行っております。

在宅医療支援拠点ふなぽーと　☎０４７－４０９－１７３６

●船橋在宅医療ひまわりネットワーク
　 　2013 年（平成 25 年）5 月に設立された、医療・

介護関係団体及び行政（船橋市）で組織する任意団
体です。医療・介護専門職等が、勤務する所属や職
種を超えた仲間づくりや在宅医療の充実と医療・介
護の連携推進のために、顔の見える連携づくり、人
材の育成、在宅医療提供時における支援体制の検討
等の活動を行い、サービス提供時に活かすこととし
ています。

　 　市民に向けた活動では、毎年 11 月に保健福祉セ
ンターで行う市民公開講座や救急搬送時の情報提供
シート “ ひまわりシート ” の作成や配付を行っていま
す。この “ ひまわりシート ” は 2017 年（平成 29 年）7 月より一人暮らしの高齢者や障害の
ある人などが、本人の緊急連絡先やかかりつけ医等を記入する「安心登録カード」の登録者に
もお配りしています。

船橋在宅医療ひまわりネットワーク事務局（地域包括ケア推進課）
　☎０４７－４３６－２３５４

具体的な取り組み

在宅医療を受けている本人やご家族がいざとい
う時の安心のために、医療・介護関係者の皆様
からお配りしています。
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地域包括ケアシステムに関わる施設や知識

地域包括支援センター及び在宅介護支援センターは、高齢者のみなさんがいつまでも元気に暮ら
せるように支援を行う総合相談窓口です。

介護や福祉、医療、健康、認知症のことなどの様々な相談に応じるほか、高齢者の権利を守るため、
虐待防止の取り組みや成年後見制度の活用に関しての相談などもお受けします。

また、地域包括支援センターでは、「要支援」の認定を受けた人や基本チェックリストで事業対象
者（要支援相当）と判定された人のケアマネジメントを行います。

お住まいの地域によって、担当する地域包括支援センター・在宅介護支援センターが異なります
ので、22・23 ページをご覧ください。

包括支援課　☎０４７－４３６－２８８２

地域包括支援センター・在宅介護支援センター

健康スケールは、容易に簡便に高齢者の元気度を計る物差しの作成を目的とし、千葉大学および「船
橋市健康スケール及び運動器チェック指標検討協議会」において、整形外科医、歯科医師、薬剤師、
理学療法士等の意見を取り入れながら開発しました。この健康スケールを行うことで、高齢者個人
の現在の元気度、3 年後の要支援・要介護リスクがわかり、また運動器チェック事業や介護予防教
室事業に参加が必要な対象者の抽出を行うことができるものです。

健康づくり課　☎０４７－４０９－３８１７

健康スケール

指標となる 22 項目
・高齢者の元気を計る指標と３年後の要支援・要介護リスクを計る指標　（10 項目）
　例えば…�バスや電車を使って一人で外出ができるか、貯金の出し入れができるか、日用品の買

い物ができるかなど

・ふなばしシルバーリハビリ体操事業等の事業評価指標（3 項目）
　例えば…�ふなばしシルバーリハビリ体操教室に参加しているか、趣味的なサークルやボラン

ティア活動に参加しているかなど

・ 運動器の機能低下者（身体的フレイル予備群や要支援１相当の対象者）を把握
するため指標（6 項目）
　例えば…�片脚立ちで靴下をはけるか、横断歩道を青信号で渡りきれるか、　

2kg 程度の買い物をして持ち帰ることができるかなど

・口腔機能低下に関する指標（3 項目）
　例えば…�現在自分の歯が何本残っているか、歯を磨いているかなど
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高齢者がいつまでも在宅で生活していけるよう、地域の関係者（地域の住民の代表や医療・介護
の専門職など）が集まり、支援体制づくりや具体的支援方法の検討を行う会議です。

地域の社会基盤の整備やネットワークづくりを行う全体会議（定例会）と、支援が必要な個人へ
の具体的支援策を検討する個別ケア会議を開催しています。

船橋市では、24 の地区コミュニティごとに地域ケア会議を設置しています。
詳しくは、包括支援課にお問い合わせください。

包括支援課　☎０４７－４３６－２８８２

地域ケア会議

訪問歯科診療及び在宅における口腔機能のリハビリテーション
の充実を図るとともに、一般の歯科診療所で治療が困難な要介護
高齢者・障害児（者）の歯の治療および摂食嚥下機能訓練を行い
ます（要予約）。ご本人のお身体や歯の状態により、診療所または
自宅（訪問診療）で治療を行います。

かざぐるま休日急患・特殊歯科診療所　　☎０４７－４２３－２１１３
さざんか特殊歯科診療所　　☎０４７－４４９－７５５７

　
関係機関の周知可能な場所（研修会や事業等）の情報を集め、介護を必要とする高齢者の口腔ケ

ア及び訪問診療を含む特殊歯科診療の重要性についての情報提供や診療所の周知を図るとともに、
「歯科口腔保健に関する知識等の普及啓発等」を目的として、歯科医療従事者向けの口腔ケア講習会
や一般市民及び多職種向けの講演会を実施します。

健康政策課　　☎０４７－４３６－２３３５

かざぐるま休日急患・特殊歯科診療所、さざんか特殊歯科診療所
歯科口腔保健の推進

市立リハビリテーション病院では、入院時に、脳卒中などの発
症後できるだけ早期に急性期病院から転院を受け入れて、集中的
なリハビリテーションを実施、可能な限り自立度の高い状態での
自宅退院を目指す、回復期リハビリテーションを提供しています。

また、外来、訪問リハビリ、通所リハビリも行っています。

市リハビリセンターでは、リハビリテーション科の診療所、訪
問看護ステーション、介護予防のためのリハビリ事業を行ってい
ます。また、地域での生活にリハビリが必要な人などを対象に、
リハビリの総合的な相談も行っております。

リハビリテーション病院（医療系に関する相談）　☎０４７－４３９－１２００
　リハビリセンター（リハビリに関する相談）　☎０４７－４６８－２００１

市立リハビリテーション病院・市リハビリセンター
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地域包括ケアシステムとの関わり例

自宅で最期を迎えたＡさん
船橋市内在住のＡさん。５年前に妻と死別し、自宅に一人で暮らしていました。
活動的な性格のＡさんは、町会活動やボランティア活動にも積極的に参加し、
近所の方からも慕われており、趣味の旅行も楽しんでいました。

 予防    生活支援 
健康を意識して、町会の仲間と近くの公

園で毎朝ラジオ体操をしているＡさん。困っ
ている人をほおっておけない性格のＡさん
は、ボランティア活動にも熱心に取り組ん
でおり、町会で困っている人のために掃除
や買い物を手伝ってあげていました。

 生活支援    介護 
持病の糖尿病の影響で片足に麻痺がおこり、

思うように動けなくなってしまいました。自宅
での生活を維持するために、掃除や買い物をボ
ランティアの方に手伝ってもらいました。また、
要介護認定の申請をして、必要な公的サービス
を受けることとなりました。

元気だったころ（20 年前）

生活支援・介護が必要になる（15 年前）

みんなでつくろう地域包括ケアシステム
     「介護予防編」「生活支援編」があります
船橋市が行っている介護予防事業の詳細や生活支援サービスのご

紹介を掲載しております。

ポイント
仲間と一緒に取り組むことが

長続きする秘訣です

ポイント
ボランティアは地区社会福
祉協議会、介護は地域包括支
援センター・在宅介護支援セ
ンターなどの相談窓口を利用
しましょう。

➡ 22・23 ページを
ご覧ください。
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みんなでつくろう地域包括ケアシステム
「住まい編」があります

船橋市が行っている住まいに関する事業を掲載しております。

地域包括ケアシステム情報誌
「在宅医療編」
「地域リハビリテーション編」があります

「在宅医療編」では、在宅医療について知っていただくために、
在宅医療の対象者や相談先、費用等を掲載しております。
「地域リハビリテーション編」では、リハビリテーションに関わる専門職の紹介や相談先等を掲載

しております。

 医療 
病院と変わらぬケアが受けられる

ように、かかりつけ医の医師に定期
的に訪問してもらいました。また、
訪問看護師やケアマネジャーなどの
医療・介護の専門職のサポートもあ
り、自分の希望した場所で最期を迎
えることができました。

これからの住まいについて考える（10 年前）

医療機関に通えなくなる

Vol.3 住まい編

地域包括ケアシステムとは？
　高齢になってもいつまでも元気に暮らし続けられ、たとえ障害があっても、介護が必要と

なっても、住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らし続けられるまちをつくることです。

　その中でも「住まい」は、生活の基盤を支える重要なものであり、今後どのように暮らし

ていきたいかについて、日頃から考えておくことが大切です。

住み慣れた地域で、安心して
暮らせる住環境のために･･･

自宅に住み続けたい方は・・・
　　　　　　　　②ページへ➡ 住み替えを考えている方は・・・

　　　　　　　　 ⑤ページへ➡ 

船橋市　健康福祉局　健康・高齢部　地域包括ケア推進課

☎０４７－４３６－２３５４　ＦＡＸ０４７－４３６－２４０９

平成３１年３月発行

生活支援

介 護

医 療
医 療

医 療
予 防

住まい

❶

地域包括ケアシステムとは？

地域包括ケアシステムは、「住まい」「予防」「生活支援」「介護」「医療」

に関するサービスを一体的に提供することで、高齢になってもいつまでも

元気に暮らし続けられるまちをつくることです。たとえ障害があっても、

介護が必要になっても、住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らし続

けられるまちを目指します。
今回は予防、介護、医療に関係が深い「地域リハビリテーション」の取

り組みをご紹介します。

…… リハビリテーションとは？ ……

医 療
予 防

医 療
医 療

介 護

生活支援

住まい

単に訓練をさす言葉ではなく、病気やケガで障害

を持った方が、可能な限り元の社会生活をとりも

どそうとする、とても大切な活動のことです。
でも、このような疑問をお持ちではないですか？

では、それぞれのページで疑問を解消していきましょう！！

リハビリテーションって効果があるの？

⇒２ページを参照

どこにリハビリテーションの
相談をすればいいの？⇒３ページを参照

健康なうちに予防できないかな？
⇒４ページを参照

地域リハビリテーション編

平成 31年（2019年）３月

地域包括ケアシステム情報誌

地域包括ケアシステム情報誌
発行 / 船橋市　地域包括ケア推進課　制作 / 新報社　〒 273-8501 船橋市湊町 2-10-25　☎ 047-436-2354　FAX 047-436-2409

ポイント
在宅医療はふなぽーと、リハ
ビリはリハビリセンターなど
の相談窓口を利用しましょう。
➡17・19 ページをご覧ください。

ポイント
住まいるサポート船橋などの
相談窓口を利用しましょう。
➡ 9 ページをご覧ください。

 住まい 
「自宅」「施設」など選択肢がある中で、自分

の最期をどこで過ごすのか、家族と話し合った
り、医療・介護の専門職と相談したりしながら、
自分の思いを再確認し、それに向けた準備をし
ました。

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク
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 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

 船橋市の在宅医療を支えるネットワーク

「船橋在宅医療ひまわりネットワーク」

在宅医療とは？

あなたは最期をどこで過ごしたいですか?

在宅医療を支える多職種ネットワーク

医師や看護師等が通院の難しい患者さんの自宅等を訪問して医療を行うことです。

病院での療養と比べると、医師や看護師が自宅や施設に駆けつけるのに、少し時間がかかりますが、

住み慣れた環境で生活を送ることができます。
自宅や医師のいない有料老人ホームなどの施設

で療養していて、通院が難しいとかかりつけの

医師が認めた方。 ● 医師、歯科医師、薬剤師、看護師、ヘルパーなどの多くの

 職種の人が自宅などにきて、ケアをしてくれる。

● 自分の住み慣れた環境で療養できる。

● 地域とのつながりを保つことができる。

在 宅 医 療 の 対 象 者
在 宅 医 療 の 良 い と こ ろ

　地域包括ケアシステムは、「住まい」「予防」「生活支援」「介護」「医療」

に関するサービスを一体的に提供することで、高齢になってもいつま

でも元気に暮らし続けられるまちをつくることです。たとえ障害が

あっても、介護が必要になっても、住み慣れた地域で、自分らしく安

心して暮らし続けられるまちを目指します。

地域包括ケアシステムとは？

住まい

生活支援

介護

予防

医療
自　宅　病気、障害などで通院が困難な方、

自宅で暮らしながら療養・終末期を

過ごしたい方に。生活を支える医療

と、様々な在宅サービスを組み合わ

せて利用できます。 病　院　集中的に検査や治療を要する状況

では、入院治療が必要です。治療が

必要な方が、療養し、延命治療も含

め、最期まで積極的な治療を行う場

です。

施　設　有料老人ホームやサービス付き高

齢者向け住宅など高齢者向けの住宅

や入所施設では、ご希望に応じ、看

取りまで行う所もあります。

医療保険、介護保険制度により、自宅でも、施設でも、病院でも変わらぬケアが受けられるように、

専門職の多職種ネットワークで支えます。状態によって、医師だけではなく、訪問看護師、歯科医師、ヘルパーなどの

多くの職種の人が自宅などに来て、ケアを受けることができます。

平成25年5月に設立された、医療・介護関係団体及び

行政（船橋市）の26団体で組織される任意団体です。今後

の急速な高齢化に備え、地域包括ケアシステムの核となる

在宅医療の充実と医療・介護を推進するために、多職種間

での顔の見える連携づくり、人材の育成、在宅医療の提供

時における支援体制の検討等の活動を行っています。

市民に向けた活動では、毎年11月に保健福祉センター

で行う市民公開講座や救急搬送時の情報提供シート“ひま

わりシート”の作成や配付を行っています。また、船橋市

内の在宅医療・緩和ケア提供機関の情報を集約し、「ふなば

し生き生きふれあいマップ」への掲載も行っています。

毎年「最期まで自分らしくを考え

る」をテーマに、在宅医療につい

て考えるきっかけとなる講演会を

開催しております。

医 師定期的に訪問し、体の状態を
診察・治療します。

歯 科 医 師歯の治療やお口の清掃など
を行い、しっかり食べられる
よう支援します。

在宅医療を受けている本人やご家族がい

ざという時の安心のために、専門職を通

じてお配りしています。

 ひまわりシート

市民公開講座

船橋市ホームページで配信している「ふなばし生き生きふれ

あいマップ」で、船橋市在宅医療・緩和ケア提供機関マップ

“ひまわりマップ”を公開しています。

ふなばし生き生きふれあいマップ

こちらのコードより
アクセス可能です。

薬 剤 師処方された薬を届け、服薬
指導・服薬状況のチェック、
残薬の確認などをします。

訪 問 看 護 師主治医の指示のもとに
医療のサポート、療養の支援を行います。

栄養管理や栄養指導を行い、
調理方法や食べる楽しみを
お手伝いします。

管 理 栄 養 士

移動・食事・言語等の生活
行為の維持・向上のための
様々なリハビリを行います。

リハビリ専門職

病院の医療相談窓口などで、
生活上の相談などを受付け、
関係機関・職種と調整をし、
在宅復帰などのお手伝いをします。

ソーシャルワーカー

ご本人やご家族と相談し、
介護保険サービスの計画
を立てます。関係機関
との連絡調整を行います。

ケアマネジャー

介護や生活に関する相談に
応じます。また、関係機関と
連携し、適切なサービスが
提供されるように支援します。

地域包括支援センター

食事や入浴、排泄等の介護
サービスや調理、洗濯、掃除、
買物などの家事援助サー
ビスの提供を行います。

ヘルパー

問い合わせ先：事務局（船橋市地域包括ケア推進課）

　　　　　　　電話：047-436-2354

▶

発行/船橋市　編集/地域包括ケア推進課　制作/文化工房　〒273-8501 船橋市湊町2-10-25　☎047-436-2354　FAX 047-436-2409

www.city.funabashi.lg.jp/
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圏
　
域

お住まいの地域・町丁名 ①高齢者相談窓口（※）
平日 9時~17時

②地域の相談窓口
平日 10 時 ~15 時
（12~13 時除く）

中
　
　
　
部
　
　

中部地域包括支援センター
☎０４７－４２３－２５５１

米ヶ崎町、夏見、夏見台、
夏見町

夏見在宅介護支援センター
☎０４７－４６０－１２０３

夏見地区社会福祉協議会
☎０４７－４２５－３８０８

金杉、金杉台、金杉町、
高根町、緑台

高根・金杉在宅介護支援センター
☎０４７－４０６－８７６５

高根・金杉地区社会福祉協議会
☎０４７－４３８－５６７１

新高根、芝山、高根台７丁目 新高根・芝山､ 高根台地域包括支援センター
☎０４７－４０４－７０６１

高芝地区社会福祉協議会
☎０４７－４６９－５０５０

高根台（７丁目以外） 高根台在宅介護支援センター
☎０４７－７７４－０４１２

高根台地区社会福祉協議会
☎０４７－４６７－４５５１

中部地域の健康づくりに関する相談は中央保健センター　☎０４７－４２３－２１１１へ

東
　
　
　
部

東部地域包括支援センター
☎０４７－４９０－４１７１

七林町、薬円台、薬園台町 薬円台在宅介護支援センター
☎０４７－４９６－２３５５

薬円台地区社会福祉協議会
☎０４７－４６９－６１１８

滝台、滝台町、二宮、
飯山満町

二宮・飯山満在宅介護支援センター
☎０４７－４６１－９９９３ 二宮・飯山満地区社会福祉協議会

☎０４７－４２４－０３１７
前原西８丁目

前原地域包括支援センター　　　　
☎０４７－４０３－３２０１中野木、前原東、

前原西（８丁目以外）
前原地区社会福祉協議会
☎０４７－４７１－８１２１

田喜野井、習志野、三山 三山・田喜野井地域包括支援センター
☎０４７－４０３－５１５５

三田習地区社会福祉協議会
☎０４７－４７１－３３２５

習志野台、西習志野 習志野台地域包括支援センター
☎０４７－４６２－０００２

習志野台地区社会福祉協議会
☎０４７－４６５－０２５０

東部地域の健康づくりに関する相談は東部保健センター　☎０４７－４６６－１３８３へ

西
　
　
　
部

西部地域包括支援センター
☎０４７－３０２－２６２８

印内、印内町、葛飾町、
古作、古作町、西船、東中山、
本郷町、山野町

葛飾在宅介護支援センター　　　　　
☎０４７－４１０－００７２

葛飾地区社会福祉協議会
☎０４７－４３７－６６３３

二子町、本中山 中山在宅介護支援センター　　　　　
☎０４７－３０２－３２１２

本中山地区社会福祉協議会
☎０４７－３３６－７０１１

旭町、北本町、行田、行田町、
前貝塚町、山手

塚田地域包括支援センター
☎０４７－４０４－７２２１

塚田地区社会福祉協議会
☎０４７－４３０－７３４５

上山町、藤原、馬込町、馬込西、
丸山

法典地域包括支援センター　　　　　
☎０４７－４３０－４１４０

法典地区社会福祉協議会
☎０４７－４３０－８０７７

西部地域の健康づくりに関する相談は西部保健センター　☎０４７－３０２－２６２６へ
（旭町、北本町、行田、行田町、前貝塚町、山手は中央保健センター（☎０４７－４２３－２１１１）が担当します）

「お住まいの地域・町丁名ごとの窓口」をご案内します
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圏
　
域

お住まいの地域・町丁名 ①高齢者相談窓口（※）
平日 9時~17時

②地域の相談窓口
平日 10 時 ~15 時
（12~13 時除く）

南
　
　
　
部

南部地域包括支援センター
☎０４７－４３６－２８８３

駿河台２丁目
宮本在宅介護支援センター
☎０４７－４２０－７０１１

二宮・飯山満地区社会福祉協議会
☎０４７－４２４－０３１７

東町、市場、駿河台１丁目、
東船橋、宮本 宮本地区社会福祉協議会

☎０４７－４２１－１０１８
若松１丁目

湊町在宅介護支援センター
☎０４７－４３６－２８８３

潮見町、高瀬町、西浦、
浜町、日の出、湊町、若松

（１丁目以外）、本町３丁目
湊町地区社会福祉協議会
☎０４７－４３３－９１５０

栄町
海神地区社会福祉協議会
☎０４７－４３７－２２０７海神、海神町、海神町東・西・

南、南海神、南本町
海神在宅介護支援センター
☎０４７－４１０－１２３０

本町（３丁目以外） 本町在宅介護支援センター
☎０４７－４２２－９８００

本町地区社会福祉協議会
☎０４７－４３４－６５５６

南部地域の健康づくりに関する相談は西部保健センター　☎０４７－３０２－２６２６へ
（東町、市場、駿河台、東船橋、宮本、本町地域は中央保健センター（☎０４７－４２３－２１１１が担当します）

北
　
　
　
部

北部地域包括支援センター
☎０４７－４４０－７９３５

三咲、三咲町、南三咲 三咲在宅介護支援センター
☎０４７－４０４－７３３３

三咲地区社会福祉協議会
☎０４７－４４０－２１６１

松が丘 松が丘在宅介護支援センター
☎０４７－４６１－３４６５

松が丘地区社会福祉協議会
☎０４７－４６８－６１２０

大穴南、大穴北、大穴町 大穴在宅介護支援センター
☎０４７－４００－２３５５

大穴地区社会福祉協議会
☎０４７－４６４－８５８１

二和東、二和西 二和・八木が谷地域包括支援センター
☎０４７－４４８－７１１５

二和地区社会福祉協議会
☎０４７－４４７－３７１１

咲が丘、高野台、みやぎ台、
八木が谷町、
八木が谷（５丁目以外）

八木が谷在宅介護支援センター
☎０４７－４４８－６３００

八木が谷地区社会福祉協議会
☎０４７－４４８－７７１３

八木が谷５丁目

豊富地区社会福祉協議会
☎０４７－４５７－１５５２

大神保町、金堀町、楠が山町、
車方町、小野田町、小室町、
古和釜町、神保町、鈴身町、
豊富町

豊富・坪井地域包括支援センター
☎０４７－４５７－３３３１

坪井町、坪井東、坪井西 坪井在宅介護支援センター
☎０４７－４６９－１１００

坪井地区社会福祉協議会
☎０４７－４０２－０９３３

北部地域の健康づくりに関する相談は北部保健センター　☎０４７－４４９－７６００へ
（※）お近くの地域包括支援センターまたは在宅介護支援センターにご相談ください。



2019 年（平成 31 年）3 月
船橋市
健康福祉局 健康・高齢部
地域包括ケア推進課
〒273-8501　船橋市湊町 2-10-25
電話番号 047-436-2354 


